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問 お問い合わせ先　申 お申し込み先　提 提出先　担 担当課

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
講
演
会

「
２
０
５
０
年
の
地
球
は

ど
う
な
っ
て
る
？
」

●
と
き
／
９
月
３
日
㈯
13
時
～
16
時

●
と
こ
ろ
／
出
雲
科
学
館

●
講
師
等
／
「
地
球
温
暖
化
に

よ
る
島
根
の
影
響
は
？
」肱ひ

じ

岡お
か

靖や
す

明あ
き

さ
ん（
国
立
環
境
研
究
所

社
会
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
セ

ン
タ
ー
）、「
農
作
業
も
夏
バ

テ
？
～
作
物
と
高
温
障
害
～
」

小こ

ば

た
葉
田
亨と

お
るさ
ん（
島
根
大
学
）

●
定
員
／
80
名

●
参
加
無
料

●
申
込
期
限
／
８
月
29
日
㈪

問
申
し
ま
ね
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
２
67
３
２
６
２
）

（
担
環
境
政
策
課
）

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

公
開
講
座「
い
ず
も
健
康
市

民
大
学
」

●
と
き
／
９
月
～
12
月（
全
15
回
）

●
と
こ
ろ
／
島
根
県
立
大
学
出

雲
キ
ャ
ン
パ
ス「
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
」（
駅
北
町
）　

●
内
容
／
健
康
を
テ
ー
マ
に
、
が

ん
、
認
知
症
の
予
防
、
食
事
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
生
活

に
活
か
せ
る
内
容
で
す
。

●
定
員
／
20
名
程
度（
先
着
順
）

●
受
講
無
料

●
申
込
期
限
／
８
月
15
日
㈪

※
詳
し
い
日
時
や
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
申

島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン
パ

ス
し
ま
ね
看
護
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
20

０
２
２
０
）

（
担
総
務
課
）

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

研
修［
講
演
会･

研
修
説
明
会
］

●
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

が
ん
治
療
体
験
者
が
、
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
体

験
を
生
か
し
、
同
じ
立
場
で
患

者
・
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方

で
す
。
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
／
８
月
６
日
㈯
13
時
～
16
時

●
と
こ
ろ
／
島
根
大
学
医
学
部
附

属
病
院 

み
ら
い
棟
４
階

●
内
容
／
講
演
会「
が
ん
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
意
義
」、
が
ん
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
取
組
報
告
、
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、

養
成
研
修
説
明
会

●
申
込
不
要
、
参
加
無
料

問

島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

が
ん
患
者
・
家
族
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
20

２
５
４
５
）

（
担
健
康
増
進
課
）　
　

第
22
回
ひ
か
わ
女
の
夏
祭
り　

●
と
き
／
８
月
９
日
㈫
19
時
～
21
時

●
と
こ
ろ
／
斐
川
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

●
内
容
／
真
夏
の
シ
ョ
ー
タ
イ

ム
！
今
年
も
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
と
模
擬
店
の
出
店
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

問

ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ヒ
ロ
イ
ン 

代
表
小
松
原
さ
ん

（
☎
72

１
８
７
７
）

（
担
斐
川
支
所
産
業
建
設
課
）

電
波
に
関
す
る
相
談

●
中
国
総
合
通
信
局
で
は
、
不
法

無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

な
ど
、
電
波
に
関
す
る
相
談
電

話
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
不
法
無
線
局
、
混
信･

妨
害
相
談　

（
☎
０
８
２‒

２
２
２‒

３
３
３
２
）

●
受
信
障
害［
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
］　

　
（
☎
０
８
２‒

２
２
２‒

３
３
８
３
）

●
電
波
利
用
料　

　
（
☎
０
８
２‒

２
２
２‒

３
３
０
８
）

問

中
国
総
合
通
信
局（
☎
０
８
２–

２
２
２–

３
３
３
３
）

（
担
広
報
情
報
課
）

　奈良と京都の府県境、東大寺・興福寺が見える北
山の地に、現存する建物としては日本最古の病院遺
構「北山十八間戸」があります。鎌倉時代に、僧侶の
忍
にんにょう

性が当時不治の病といわれた“らい病”（ハンセン
病）患者の救済のため創建したと伝えられています。
　講師の松田さんは、北山を中心に奈良市内の人権
スポットの案内をしながら、差別を解消しようとした
先人の思いを今に伝えています。講演では、そんな先
人の豊かで、温かい思いにぜひ触れてください。

おたずね／人権同和政策課　☎２２－７５０６

と　き　８月20日（土）	
	 14:00～16:00（開場13:00）
ところ　出雲市民会館　大ホール　　入場無料
演　題	「北

きたやま
山十
じゅうはちけん
八間戸

ど
とハンセン病」

講　師	 部落解放同盟奈良県連合会東之阪支部長
　　　　松

まつた
田　好

よしのり
則さん

※手話通訳、要約筆記あり

第49回 出雲市同和教育講演会

睡眠は健康に大きく関係しています。眠れないことから起こる、
こころとからだのさまざまな変化についてのお話です。

眠れないあなたのために
～不眠が続くと認知症になる?! ～

出雲市睡眠
公開講座

と　き　９月１日（木）10：00～11：30　
ところ　出雲弥生の森博物館　
講　師　島根大学医学部教授��堀口�淳�さん

＊参加無料、要申込
　おたずね・申込み
　健康増進課
　☎２１－６９７６

　休日や、平日の夜間にかか
りつけ医が留守、または近く
に医師がいないときは、「出雲
休日・夜間診療所」（塩冶善行町
１番地）をご利用ください。

☎22－5543

●診 療 日：日曜日、祝日
●診療科目：内科、小児科
●受付時間：9時〜11時
　　　　　　13時30分〜16時
＊休日は院外処方です。

休日診療

●診 療 日： 月曜日〜金曜日 
（祝日を除く）

●診療科目：小児科のみ
●受付時間：19時30分〜21時30分

平日夜間診療

休日・夜間診療の
お知らせ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
い
ず
も
７
月
号
２
ペ
ー
ジ
の
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技
大
会
の

出
場
選
手
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
正
）男
子
個
人
73
㎏
級�

勝
部
佑
樹�

選
手

（
平
田
高
校
）
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　出雲市南部地域においてツキノワグマの出没情報が寄せられています。クマによ
る被害にあわないための予防策や、出会ってしまった場合の対処方法についてお知
らせします。
　また、市ホームページに出没情報等を掲載していますので、
ご覧ください。

１．クマと出会わないために…
①鈴やラジオなど音の鳴るものを身につけましょう。クマ
は音に敏感なので、ほとんどは人より先に人間の接近を
知って逃げていきます。
②早朝や夕暮れ時などクマの行動が活発な時間帯は、山や
果樹などエサとなるものがある場所は行かないようにし
ましょう。

２．クマと出会ってしまったら…
①クマまで距離がある場合は、刺激しないようにし、慌て
ず、騒がず、静かに立ち去りましょう。

②子グマに出会った場合、近くに親グマがいるかもしれま
せん。速やかに安全なところへ立ち去りましょう。

③クマは逃げるものを追いかける習性があります。クマが
近付いてきたら、大声は出さずに、カバン、帽子などを
静かに地面前方に置いて、クマの注意をそらしながら、
ゆっくり立ち去りましょう。

クマの出没に注意しましょう！

電気さくに注意しましょう

出雲市　ツキノワグマ ＷＥＢ検索

クマの目撃情報や農林作物等の被害があったときは、
森林政策課または各支所担当課に連絡してください。

おたずね／森林政策課　☎２１－６２７９

1 �電気さくを設置する場合は、周囲の人が容易に視認できる位置や間隔、見や
すい文字で危険表示を行うこと。

2 �電気さくは、電気用品安全法の適用を受ける電気さく用電源装置を使用すること。
3 �電気さくの電気を30ボルト以上の電源から供給する場合に
おいて、公道沿い等、人が容易に立ち入る場所へ設置する
場合は、15ミリアンペア以上の漏電が起こったときに0.1
秒以内に電気を遮断する漏電遮断器を設置すること。

　「電気さく」とは、田畑や牧場などで、電流による電気刺激によって、野
生動物の侵入や家畜の脱出を防止する「さく」のことです。市内でも、イノ
シシ・シカの田畑への侵入を防ぐため、各地で電気さくが設置されている
ところがありますので、感電事故を防止するため、電気さくには触れない
ようにしましょう。
　また、電気さくの設置にあたっては、感電防止のため適切な措置を講じ
ることが必要です。すでに設置している方は、次の事項に留意して安全が
確保されているか確認をお願いします。

おたずね／
森林政策課
☎21－6279

　有毒植物を食用植物と間違えてしまい食
中毒になる事故が全国的に多発しています。

有毒植物 間違えやすい食用植物
スイセン ニラ、ノビル

バイケイソウ オオバギボウシ、ギョウジャ
ニンニク

イヌサフラシ ギョウジャニンニク
チョウセンアサガオ ゴボウ、オクラ、モロヘイヤ

　特にスイセンとニラの間違いが多く、市内
でも平成26年にこれらを間違えたことによる
食中毒が2件発生しました。食用だと確実に
判断できないものは、絶対に採って食べたり、
人にあげたりしないようにしましょう。

おたずね／出雲保健所　☎２１－１１８５

有毒植物を食べないで！

詳しくは、市ホームページをご覧ください。　おたずね／福祉推進課　☎２１－６６９４

身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、高齢者、難病患者、妊産婦、一時
的な疾病（骨折や病気など）により歩行困難な方
※障がいの程度や要介護状態区分などそれぞれ条件がありますので、おたずねください。

対象者

このマークの
ある駐車場の
利用について
ご理解を！

　このマークのついた駐車場は、障がいや高齢な
どにより歩行や乗降が困難な方々のために用意さ
れている駐車場です。
　しかし、この駐車場を利用する必要がない方が
駐車されていて、歩行や乗降が困難な方が利用で
きないことがあります。
　マークのついた駐車場の利用について、ご理解
とご協力をお願いします。
　島根県では「思いやり駐車場制度」を実施し、こ
のマークのついた駐車場を必要とする方に対して、
利用証を交付しています。手続きは市役所福祉推
進課・各支所福祉担当課でできますので、ご相談く
ださい。

広報いずも 2016.7.2029


